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第２回社会鍼灸学研究会
明治～第二次世界大戦の鍼灸教育
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スライド参考 1

按摩術、鍼術又ハ灸術學校若ハ同講習所ノ指定標準ノ件

明治 44年 12月 1日内務省訓第 631号

改正大正 8年 11月内務省訓第 782号

按摩術鍼術又ハ灸術學校若ハ同講習所ノ指定標準左ノ通相定ム

第一條:按摩術營業取締規則及鍼術灸術營業取締規則第一條ニ依リ指定ヲナスヘキ學校若ハ講習所ハ左

ノ各號ニ該當シ其管理及維持ノ方法確實ニシテ其成績ノ良好ト認ムルモノニ限ル

一生徒ノ定員ニ對シ相當ナル校舎、校具、器械其ノ他ノ設備アルコト

二 必習學科目トシテ少クトモ按摩術ニ在リテハ人體ノ構造及主要器官ノ機能、按摩方式及身體各部ノ

按摩術、消毒法大意、按摩術ノ實地、鍼術又ハ灸術ニ在リテハ人體ノ構造及主要器管ノ機能並ニ筋ト

神經脈管ノ關係、身體各部ノ刺鍼法又灸點法並經穴及禁穴、消毒法大意、鍼術又ハ灸術ノ實地ヲ教授

スルコト

三 修業年限四ケ年以上ナルコト、按摩術鍼術又ハ灸術ノ二以上ヲ教授スルモ亦同シ盲人生徒ニ限リ按

摩術乙種試験科目ノミヲ教授スルモノニ在リテハ二ケ年以上ナルコト

四第二號教科目ノ教導ニハ適當ト認ムル醫師及各術ノ實地專門家ヲ採用スルコト

五學則所定ノ教授時數中授業ヲ受ケサルコト三分ノ一以上ニ及フ生徒ハ進級若ハ卒業セシメサルコト

第二條:指定學校若ハ指定講習所ノ卒業試験ニハ吏員ヲ立會ハシメ試験問題若ハ試験ノ方法不適當ト認

ムルトキハ之ヲ變更セシムヘシ

第三條:指定學校若ハ指定講習所ニシテ第一條ノ要件ノ一ヲ失ヒ其他成績不良卜認メタルトキハ其指定

ヲ取消スヘシ

第四條:學校若ハ講習所ノ指定ヲ爲シ若ハ指定ノ取消ヲ爲シタルトキハ其都度之ヲ公告シ内務大臣ニ報

告スヘシ

右訓令ス

スライド参考 2

維新前に於ては、各派共に其勢力を競ひしと雖とも、維新后に移り、日進医学の進歩と供に、流義を

異にすと雖とも、其性質の異ならさるに於ては巳流に矜るの愚を覚り、各末派遂に合同一致して、

、東京府知事の訓令の許に、 を組織するに至る。爰に於て各派中有望の士を

撰出し、其重任に当らしむ。此頃名声の聞ひある鍼治家、広島県人渡瀬正造氏、宮内省侍医局に出仕

せられ、鍼灸治会の創立に尠からぬ尽力ありし。尚ほ相次きて岡本元資氏、之れに代はり、吉田久庵

氏と共に、斯会に尽力すること容易ならす。為めに岡本氏会長の任を帯ひ、斯会の隆盛を計る。

悲哉、昨三十四年、会長岡本氏逝去せられ、会員荒久保文益氏会長の名を継く。


